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礼拝説教（2018 年 12 月 9 日） 

説教者：中村信哉 

すべての人を照らすまことの光 
ヨハネの福音書 1 章 9-13 節 

 

はじめに 

 アドベント（待降節）の第二週を迎えました。クリスマスというのは、皆さんもご存知

の通り、イエス様の誕生を祝う時です。このクリスマスは、四世紀の中頃から祝われるよ

うになったと言われています。それから約 1,600 年の間、このクリスマスは世界各地で祝

われるようになって、様々なクリスマスの文化や物語を生み出してきました。 

 しかしそもそもなぜイエス様の誕生は、こんなにも世界中で祝われるようになったので

しょうか。それは、イエス様がただの聖人ではなく、神様であると信じる人々が世界中に

いるからではないでしょうか。クリスマスは、神様が人となってこの世界に来られたとい

う人類の歴史にとって最も大きな出来事であるからこそ、世界中で祝われているのではな

いでしょうか。 

 

 今日の聖書箇所の 10 節には、「この方はもとから世におられ、世はこの方によって造られた」

とあります。つまり聖書は、イエス様こそ、この世界を造り、この世界を治めておられる

神様であると言うのです。 

 今日は聖書から、イエス様がこの世界にお生まれになった目的についてお話したいと思

います。 

 

1．すべての人を照らすために 

 イエス様がこの世界にお生まれになった目的の一つは、9 節にあるように「すべての人を

照らすため」です。イエス様はここで、「すべての人を照らす」「まことの光」と呼ばれています。 

 「光」の役割は、暗闇を照らすことです。暗闇が光に照らされると、そこに存在してい

たものが見えてきます。暗闇の中では、どこに何が存在しているのか、存在している物が

どんな形をしているのかが分かりません。しかし光に照らされれば、存在している物がよ

く見えて、どんな形をしているのかもよく分かります。そのように光というのは、存在し

ているものをよく見えるようにする役割があります。 

 イエス様も、存在しているものがよく見えるようにするために、この世界にお生まれに

なったのです。 

 

 イエス様が「まことの光」として、この世界にお生まれになったことによって、私たち

は第一に、「神様」という方がよく見えるようになりました。神様であるイエス様が、人と
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なってこの世界にお生まれになって、この世界で約 30 数年生活されたことによって、この

世界を造り、この世界を治めておられる神様が、どのような方であるのかが、私たちによ

く分かるようになったのです。 

 

 第二に、イエス様が「まことの光」として、この世界にお生まれになったことによって、

私たちは「人間のあるべき姿」がよく見えるようになりました。聖書によれば、イエス様

は罪のない生涯を歩まれた方です。そして神様に従い、神様を愛し、隣人を愛して生きら

れました。イエス様はこのように、神様に従って「愛に生きること」によって、私たちに

「人間のあるべき姿」を示されたのです。 

 

 第三に、イエス様が「まことの光」として、この世界にお生まれになったことによって、

私たち人間は「自分自身」がよく見えるようになりました。イエス様が神様に従って愛に

生きて、「人間のあるべき姿」を示されることによって、私たちは「自分自身」が、いかに

本来の「人間のあるべき姿」から程遠い存在であるのかということが示されるのです。 

 「人間のあるべき姿」から程遠く、的外れな生き方をしている状態を、聖書は「罪」と

呼びます。イエス様の「まことの光」に照らされる時、私たち人間は、「自分自身」に罪が

あることが示されるのです。 

 私たちは普段の生活で、なかなか「自分自身」を「罪人」とは思いません。特に警察に

お世話になることもないし、どちらかと言うと自分は真面目に生きてきた、ほとんどの人

がそのように思っています。しかし「光」に照らされると、これまで見えなかった空気中

のホコリが見えてくるように、イエス様の「まことの光」に照らされると、私たちも、こ

れまで見えなかった自分の罪が見えてくるのです。 

 このようにイエス様がこの世界にお生まれになった目的の一つは、私たちを照らして、

私たちに、「神様」「人間のあるべき姿」「自分自身」が、よく見えるようにするためであっ

たのです。 

 

2．神の子どもとするために 

 イエス様がこの世界にお生まれになったもう一つの目的は、12 節にあるように、私たち

を「神の子どもとするため」です。 

  

 子どもというのは、一般的に親の愛の中で育ちます。ですから神様の子どもとなるとい

うことは、神様の愛の中で生きることを意味します。イエス様は、私たちを神様の愛の中

で生かすために、この世界にお生まれになったのです。 

 神様の愛は、聖書の中で「アガペー」というギリシヤ語で表現されます。この言葉は、

無条件の愛を意味します。この愛は、私たちがどんな状態であろうとも、私たちを受け入

れ、決して変わることのない、決して引き離されることのない愛です。 
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 現代の日本社会は、物質的な飢餓状態には必ずしもないかもしれませんけれども、愛の

飢餓状態にあると言われます。様々な事情によって、家庭や社会の中で愛を十分に受け取

れなかった多くの人がいます。多くの人が愛に飢え渇いている時代です。 

 イエス様は、この神様の愛の中に私たちを生かすために、この世界にお生まれになった

のです。 

 

 また子どもというのは、一般的に親の保護の中で育ちます。ですから神様の子どもとな

るということは、この世界を造り、この世界を治めておられる神様の守りの中で生きるこ

とを意味します。 

 「神は私たちと共におられる」、この言葉は聖書の中で繰り返し語られる言葉です。神は

私たちと共にいて、私たちが様々な困難を経験する時も、私たちを支え、導いてくださる

のです。 

 イエス様は、この神様の守りの中に私たちを生かすために、この世界にお生まれになっ

たのです。 

 

 また子どもというのは、一般的に親の教育の中で育ちます。ですから神様の子どもとな

るということは、神様の教育の中で生きることを意味します。 

 神様は聖書の言葉を通して、あるいは時には試練を通して、私たちを「人間のあるべき

姿」へと成長させてくださいます。 

 イエス様は、この神様の教育の中に私たちを生かすために、この世界にお生まれになっ

たのです。 

 このようにイエス様がこの世界にお生まれになった二つ目の目的は、私たちを神様の愛、

守り、教育の中で生かすためであったのです。 

 

3．神によって生まれさせるために 

 イエス様がこの世界にお生まれになった三つ目の目的は、13 節にあるように、私たちを

「神によって生まれさせるため」です。 

 

 「生まれる」というのは、「新しい命」を意味します。聖書で言う「新しい命」とは、「永

遠のいのち」のことです。ですから「神によって生まれる」ということは、「永遠のいのち」

に生かされるということを意味します。 

 永遠のいのちというのは、天国へと続くいのちです。この永遠のいのちに生かされる人

は、私たち人間が誰でも経験する「死」という問題に対して、希望を与えられます。なぜ

なら永遠のいのちに生かされる人にとって死は、天国への入口となるからです。聖書によ

れば、天国とは、罪と苦しみから解放されて神と共にいるところです。 

 イエス様は、私たち人間に「死」に対する希望を与えるために、この世界にお生まれに
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なったのです。 

 

 また「生まれる」というのは、「新しい人生」をも意味します。ですから「神によって生

まれる」ということは、「新しい人生」を生きることを意味します。 

 神によって与えられる新しい人生とは、「世界の光」となって生きる人生です。イエス様

は、ご自身が「まことの光」としてこの世界にお生まれになりましたけれども、私たち人

間をも「あなたがたは、世の光です」（マタイ 5：14）と言って、世界を照らす役割を与えてくださ

るのです。私たちを通して、神様の愛を示し、「人間のあるべき姿」を示し、人間の罪を示

されるのです。 

 イエス様は、私たちを新しい人生に生かし、世界の光とするために、この世界にお生ま

れになったのです。 

 このようにイエス様がこの世界にお生まれになった三つ目の目的は、私たちに「死」に

対する希望を与え、私たちを「新しい人生」に生かすためであったのです。 

 

おわりに 

 さてこれまでイエス様がこの世界にお生まれになった目的についてお話してきました。 

 しかし 11 節を見ると、この世界は、イエス様を「受け入れなかった」とあります。イエス

様は神様としてこの世界にお生まれになったけれども、人々はイエス様を神様とは認めず、

彼を、神様ご自身を、自分たちの手で十字架につけて、殺したのです。 

 では神であるイエス様は、人間の力に敗北したのでしょうか。そうではありません。聖

書によれば、イエス様は十字架で死なれてから三日目によみがえられたのです。そうして

イエス様は、ご自身が神であられることを世界に示されたのです。 

 

 イエス様は、私たちに「神様」を示し、「人間のあるべき姿」を示し、私たちの「罪」を

示すために、この世界にお生まれになった方です。 

 またイエス様は、私たちを神様の「愛」の中に生かし、神の「守り」と「教育」の中で

生かすために、この世界にお生まれになった方です。 

 またイエス様は、私たちに「死」に対する希望を与え、「世界の光」として生きるという

「新しい人生」に私たちを生かすために、この世界にお生まれになった方です。 

 

 神様は私たちに、このイエス様という方を「神様」として受け入れ、自分の救い主と信

じて、人生を委ねいくことを求めておられます。 

 このイエス様を信じ、心の中に迎え入れて人生を委ねていく時、私たちは、イエス様の

光に照らされながら、「神の子ども」として生きることができるのです。 


